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保
健
体
育
審
議
会
「
答
申
」
の
背
景
と
内
容

　
　
　
－
ス
ポ
ー
ツ
政
策
に
お
け
る
公
共
性
と
昆
営
化
の
拮
抗
1

は
じ
め
に

　
保
健
体
育
審
議
会
答
申
「
生
涯
に
わ
た
る
心
身
の
健
康
の
保
持

増
進
の
た
め
の
今
後
の
健
康
に
関
す
る
教
育
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振
．

興
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
が
九
七
年
九
月
に
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は

前
年
九
六
年
七
月
に
出
さ
れ
た
中
央
教
育
審
議
会
第
一
次
答
申

〕
二
世
紀
を
展
望
し
た
我
が
国
の
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
L

を
受
け
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
後
述
す
る
よ
う
に
、

日
本
の
多
国
籍
企
業
擁
護
政
策
の
集
大
成
で
あ
る
「
橋
本
六
大
改

革
」
の
一
環
と
し
て
出
さ
れ
て
お
り
、
バ
ブ
ル
絶
頂
期
に
出
さ
れ

た
前
回
八
九
年
の
答
申
と
、
そ
し
て
「
福
祉
元
年
」
と
並
行
し
て

出
さ
れ
た
前
々
回
七
二
年
の
答
申
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
背
景
の

政
治
経
済
的
条
件
と
答
申
内
容
に
大
き
な
差
異
を
持
つ
も
の
と
な

っ
て
お
り
、

　
　
〔
1
〕

要
で
あ
る
。

内
　
　
海

和
　
　
雄

こ
の
識
別
は
ス
ポ
ー
ツ
政
策
分
析
の
上
で
極
め
て
重

こ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
．

1
保
体
審
答
中
を
中
心
に
1

　
日
本
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
体
制
は
、
一
九
六
四
年
の
東
京
オ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ン
ビ
ッ
ク
を
前
後
し
て
確
立
し
た
。
国
民
の
高
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
要

求
を
背
景
に
、
全
国
民
を
対
象
と
す
る
国
家
レ
ペ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ

政
策
－
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
政
策
1
が
確
立
し
た
の
は

七
二
年
答
申
以
降
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
保
縫
体
育
審
議
会

答
申
を
中
心
に
そ
の
後
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
を
先
ず
概
観
し
て
お
こ

う
o　
1
　
七
二
年
答
申
と
以
降
の
展
開
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（14I）　保健体育審議会r答中」の背景と内容

　
（
1
）
　
七
二
年
答
申
の
背
景

　
一
九
七
二
年
は
曲
が
り
な
り
に
も
国
政
レ
ベ
ル
で
「
福
祉
元

年
」
と
調
わ
れ
た
年
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
福
祉
国
家
と
比
較

し
て
目
本
の
福
祉
は
大
企
業
内
の
福
利
厚
生
を
中
心
に
し
て
少
し

ず
つ
進
展
し
て
き
て
お
り
、
国
民
一
般
の
地
域
社
会
レ
ベ
ル
で
の

福
祉
は
相
対
的
に
貧
弱
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
六
〇
年
代
の
急
速
な

都
市
化
と
一
方
で
の
公
害
発
生
な
ど
の
環
境
問
題
の
深
刻
化
が
、

遅
れ
ぱ
せ
な
が
ら
の
社
会
的
共
同
消
費
手
段
の
建
設
を
始
め
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
背
景
で
あ
る
。

　
既
に
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
始
ま
っ
て
お
り
、

世
界
経
済
は
低
迷
し
始
め
て
い
た
が
、
日
本
の
大
企
業
は
中
小
企

業
n
下
請
け
を
切
り
捨
て
、
勤
労
者
の
低
賃
金
と
い
う
「
企
業

（
3
）

社
会
」
体
制
に
よ
っ
て
世
界
的
競
争
カ
を
高
め
て
危
機
を
乗
り
切

り
、
こ
れ
ま
で
の
商
品
輸
出
型
経
済
の
一
層
の
強
化
を
推
進
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
内
需
拡
大
政
策
の
一
環
と
し
て
福
祉
が
位
置
付
け

ら
れ
、
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
建
設
も
そ
れ
を
前
後
す
る
時
代

と
の
比
較
に
お
い
て
相
対
的
に
は
進
展
し
た
。

　
七
二
年
は
日
本
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
権
論
が
活
発
に
議
論
さ
れ

　
　
　
　
　
　
（
4
〕

始
め
た
年
で
も
あ
り
、
六
一
年
制
定
の
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
」
の

実
質
化
が
大
い
に
期
待
さ
れ
た
。
七
二
年
答
中
「
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
振
興
に
関
す
る
基
本
方
策
に
つ
い
て
L
（
一
九
七
二
年

＝
一
月
）
は
こ
う
し
た
背
景
の
下
に
提
起
さ
れ
た
。

　
（
2
）
　
七
二
年
答
申
の
内
容

　
公
害
や
自
然
環
境
の
破
壊
等
、
六
〇
年
代
の
「
高
度
経
済
成

長
」
に
よ
る
国
民
の
生
活
と
健
康
の
新
た
な
危
機
を
克
服
す
る
た

め
に
も
、
ま
た
そ
れ
ら
を
背
景
と
し
て
、
高
ま
る
国
民
の
ス
ポ
ー

ツ
要
求
の
高
ま
り
に
対
処
す
る
た
め
に
、
「
到
達
す
べ
き
目
標
を

明
示
し
、
こ
れ
を
段
階
的
に
実
現
す
る
総
合
的
な
計
画
を
策
定
す

る
」
こ
と
を
意
図
し
て
、
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
率
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
現
状

分
析
が
先
ず
も
っ
て
し
っ
か
り
と
な
さ
れ
た
。
ま
た
職
場
ス
ポ
ー

ツ
の
実
態
把
握
も
着
実
に
行
わ
れ
、
そ
の
⊥
で
そ
れ
へ
の
期
待
も

強
く
な
さ
れ
、
「
事
業
所
に
お
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整

備
基
準
」
が
設
定
さ
れ
た
。
し
か
し
中
心
は
、
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ

ツ
に
習
っ
て
、
人
口
比
で
の
必
要
施
設
設
置
基
準
を
算
出
し
た
こ

と
で
あ
る
。
（
表
！
1
参
照
）
こ
れ
は
そ
の
後
の
国
、
地
方
自
治

体
の
施
策
の
上
で
、
大
き
な
指
針
と
な
っ
た
。
そ
の
後
の
自
治
体

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
図
i
ー
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、

国
か
ら
の
ス
ポ
i
ツ
施
設
建
設
の
補
助
費
は
図
－
2
の
よ
う
に
、

八
O
年
代
前
半
に
大
き
く
伸
び
、
再
び
低
下
し
た
。
日
本
の
ス
ポ
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　　　一橋論叢　第121巻　第2号　平成11年（1999年）2月号

表一1　日常生活圏域における体育・スポーツ施設の整備基準

人口規懐
施設 1万人 3万人 5万人 10万人

面椥O，OOO㎡の 面椥〇一000㎡の 面椥O，OOO㎡の 面稿10，O00㎡の

屋 運醐広場 運動広場 運動広場 運動広場 運動広場

外 1か所 2か所 3か所 6か所
運
動 面稲1，560㎡の 面稲2，200㎡の 面械2，200㎡の 面積2，840㎡の
場 コー　ト コー　ト コー　ト コー　ト コー　ト

2か所 4か所 6か所 10か所

床面積720m里の 床面税720㎡の 床面積720㎡の 床面積720Ilfの

屋 体育館 体育館 体育蝕 体育館 体育館
内 1か所 2か所 3か所 5か所
運
動 床耐責200㎡の 床面積300㎡の 床面稿300㎡の 床面積4oo㎡の
場 柔剣適場 柔剣道場 柔剣適場 柔剣適場 柔剣道場

1か所 1か所 1か所 1か所

水面積400㎡の 水面積400㎡の 水面積400㎡の 水而横40Cm一の

ブール ブール プール プール プール
1か所 2か所 3か所 6か所

（142）

図一1施一設増設状況および設置者別構成
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（143）　保健体育審議会「答中」の背景と内容

図一2 文部省の社会体育施設整備費の
推移（自治体への補助金）
（単位：百万円）
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ー
ツ
施
設
の
大
半
は
学
校
体
育
施
設
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
段
階

ま
で
、
「
職
場
ス
ポ
ー
ツ
施
設
」
と
「
民
間
営
利
ス
ポ
ー
ツ
施
設
」

の
伸
ぴ
は
殆
ど
無
か
っ
た
。

　
尚
、
七
二
年
答
申
は
一
五
年
後
の
一
九
八
七
年
段
階
で
「
国
民

の
二
〇
％
が
週
一
回
程
度
ス
ポ
ー
ツ
す
る
」
こ
と
を
基
準
と
し
て

想
定
し
た
が
、
一
九
八
八
年
段
階
の
総
理
府
調
査
「
体
力
・
ス
ポ

ー
ツ
に
関
す
る
世
論
調
査
」
で
は
「
週
一
回
」
以
上
は
合
計
で
二

六
・
三
好
と
な
り
、
前
提
値
の
二
〇
％
を
大
き
く
超
え
て
い
る
。

ま
た
、
七
二
年
答
申
の
設
置
基
準
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
建

設
率
は
表
1
2
に
見
る
よ
う
に
、
「
運
動
広
場
」
六
二
・
九
％
、

lOOOO　　125007500副〕oo畠500

「
体
育
館
」
四
〇
二
一
％
、
「
プ
ー
ル
」
二
一
％
、
「
柔
剣
遣
場
」

三
五
・
七
％
で
あ
り
、
当
初
の
計
画
か
ら
は
遥
か
に
及
ば
な
い
。

　
ま
た
、
こ
の
答
申
の
特
徴
は
資
金
の
確
保
の
し
か
た
に
あ
る
。

　
　
「
施
設
の
整
備
は
、
基
本
的
に
は
国
、
地
方
公
共
団
体
の
行

　
政
課
題
と
し
て
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
日
常
生
活
圏
域
に
お
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て

　
は
、
地
域
住
民
の
福
祉
を
い
っ
そ
う
増
進
す
る
と
い
う
見
地
か

　
ら
原
則
と
し
て
市
町
村
が
主
体
と
な
り
、
広
域
生
活
圏
域
に
お

　
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
は
、
関
係
市
町
村
の
適

　
正
な
分
担
ま
た
は
都
道
府
県
も
し
く
は
国
の
負
担
に
よ
り
、
そ

　
の
整
備
を
行
う
も
の
と
す
る
。
な
お
、
地
方
公
共
団
体
の
整
備

　
す
る
体
育
施
設
に
対
し
て
は
国
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
の
趣
旨
に

　
の
っ
と
り
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
補
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
。
」

こ
う
し
て
福
祉
理
念
を
反
映
し
て
、
国
や
地
方
自
治
体
の
責
務
を

十
分
に
認
識
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
大
衆
的
普
及
を
焦
点
と
し
て
、
そ
の
意
義
を
十
分

に
発
揮
し
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
の
高
度
化
に
つ
い
て
は
、
未
だ
国
家

政
策
と
し
て
十
分
な
世
論
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
殆
ど
触
れ
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
。
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一橋論叢　第121巻 第2号 平成11年（1999年）2月号　（144）

表一2公共スポーツ施設の設備状況

④必要設置数　｛カ所） ⑥現有施設数　｛カ所〕 ◎1＝③／④〕充　足率　　1％） ◎基準以上の施設数 ⑤（三◎／⑳基準以上の施設充足率

運動広場 9，007 12．712 1411 5．666 62．9

　陸上脇彼場野球・ソフトポール　球披場　運動広場

．

　
7
1
6
4
．
7
7
7
　
4
9
9
6
，
7
2
0

　
7
1
6
2
．
4
3
0
　
2
6
8
2
，
2
5
2

体育　館 8，321 5，589 67．2 3．349 40．2

プ　ー　ル 8．725 3，528 404 1．830 21．O

柔剣道場 3，540 1，932 54．6 1．263 35．7

｛注）1　④の数値は，「整備基雄からみた体育・スポーツ施設の現況」（文部省体育局

　　　腱庶と体加198工年8月号．第一一法規出版）より。

　　2◎と⑥の「基準」とは昭和47隼保体審答申のr日常生活圏域における体育・

　　　スポーツ施設の整備基準」（面碩〕をいう。

　　3　本表における「プール」は，屋内と屋外のものを合計した薮であ机

　　4　本表における「柔剣道場」は．柔道場，剣遭場，柔剣道場を合計した数であ

　　　る。

資料：文部省体育局丁我が国の体育・スポーツ施設」（昭和62年1月）より作成。

　
2
　
八
九
年
答
申
の
背
景
と
内
容

　
（
1
）
　
「
日
本
型
福
祉
社
会
」
か
ら
バ
ブ
ル
経
済
へ

　
日
本
で
の
福
祉
は
、
七
〇
年
代
後
半
か
ら
「
日
本
型
福
祉
社

会
」
に
よ
っ
て
自
立
自
助
と
し
て
家
族
、
地
域
へ
の
責
任
転
嫁
、

受
益
者
負
担
、
個
人
責
任
論
へ
と
転
換
さ
れ
た
。
大
企
業
優
先
の

経
済
政
策
に
と
っ
て
、
一
国
や
自
治
体
の
福
祉
政
策
が
重
荷
に
な
り

始
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
行
政
改
革
が
開
始
さ
れ
、

自
治
体
業
務
の
減
量
経
営
、
民
営
化
が
推
進
さ
れ
始
め
た
。

　
一
方
、
八
O
年
代
中
頃
に
は
、
香
港
の
統
治
権
が
一
〇
年
後
に

イ
ギ
リ
ス
か
ら
中
国
へ
変
換
さ
れ
る
と
い
う
動
向
の
下
で
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
ン
ド
ン
と
並
ぶ
世
界
三
大
金
融
市
場
で
あ
づ
た
香

港
の
相
対
的
地
位
が
低
下
し
、
そ
の
分
東
京
へ
の
移
行
を
示
し
始

め
た
。
こ
れ
に
金
融
規
制
緩
和
が
絡
み
バ
ブ
ル
経
済
に
突
入
し
、

東
京
を
中
心
と
し
て
い
わ
ゆ
る
「
地
上
げ
」
が
進
み
、
こ
れ
は
第

三
次
全
国
総
合
開
発
計
画
（
三
全
総
）
と
も
関
わ
っ
て
全
国
的
な

大
企
業
の
土
地
投
機
が
大
規
模
に
進
行
し
た
。

　
（
2
）
　
八
O
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策

　
七
〇
年
代
後
半
か
ら
の
「
都
市
経
営
論
」
が
「
目
本
型
福
祉
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

会
」
論
と
結
合
し
た
。
N
I
R
A
は
以
下
の
よ
う
に
考
え
た
。
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
泄
「
純
粋
公
共
財
」
と
「
純
粋
私
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有
財
L
の
申
問
領
域
に
あ
っ
て
限
り
な
く
後
者
に
近
く
、
受
益
者

負
担
の
度
合
い
も
「
高
負
担
」
に
位
置
付
け
ら
れ
（
o
轟
）
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
の
水
準
を
超
え
る
も
の
は
民
営
化
す
る
（
o

曽
）
。
し
か
し
当
報
告
自
体
が
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
市
民
ス
ポ

ー
ツ
は
極
め
て
冷
遇
さ
れ
た
現
状
で
あ
り
（
℃
畠
）
、
日
本
の
社

会
体
育
施
設
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
さ
え
十
分
な
状
態
に
は
な

い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
ス
ポ
ー
ツ
の
位
置
付
け
は
、
そ
れ
が
地

域
社
会
の
公
共
的
な
文
化
と
し
て
で
は
な
く
、
私
的
な
消
費
財
と

し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
観
一
般
を
示
し
て
い
る
。

　
八
三
年
の
「
地
方
行
革
大
綱
」
、
八
六
年
の
「
今
後
に
お
け
る

行
政
改
革
の
基
本
方
向
」
（
臨
時
行
政
改
革
推
進
審
議
会
）
で
は

社
会
体
育
に
つ
い
て
も
「
住
民
に
身
近
な
行
政
は
で
き
る
限
り
住

民
に
身
近
な
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
処
理
す
る
と
の
考
え
方
を

踏
ま
え
、
国
の
関
与
は
真
に
必
要
な
も
の
に
限
定
す
る
と
と
も
に
、

施
設
の
民
問
委
託
、
二
－
ズ
の
多
様
化
に
対
応
し
た
民
問
事
業
の

活
用
等
を
推
進
す
る
」
と
し
た
。
こ
の
基
調
は
現
在
ま
で
継
続
さ

れ
て
い
る
。

　
「
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
」
（
一
九
八
七
年
、
閣
議
決
定
）

と
「
総
合
保
養
地
域
整
備
法
」
（
リ
ゾ
ー
ト
法
、
一
九
八
七
年
六

月
）
は
「
リ
ゾ
ー
ト
元
年
生
ま
れ
の
一
卵
性
双
生
児
で
あ
る
が
、

そ
の
父
は
民
活
論
の
政
府
で
あ
り
、
そ
の
母
は
金
余
り
企
業
で
あ

（
6
）
っ
た
L
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
「
三
全
総
」
の
「
定
住
圏
構
想
」

の
破
綻
を
よ
り
い
っ
そ
う
の
東
京
一
極
集
中
化
で
再
編
し
、
全
国

を
一
〇
〇
〇
兆
円
の
国
土
基
盤
整
傭
を
行
い
、
そ
の
一
環
に
ゴ
ル

フ
場
を
中
心
と
す
る
リ
ゾ
ー
ト
開
発
を
位
置
付
け
た
。
農
水
省
、

通
産
省
、
運
輸
省
、
建
設
省
、
自
治
省
、
国
土
庁
の
六
省
庁
に
よ

っ
て
主
導
さ
れ
た
リ
ゾ
ー
ト
開
発
促
進
の
政
策
的
な
ね
ら
い
は

「
生
活
の
質
的
向
上
」
「
地
域
振
興
」
「
内
需
拡
大
」
で
あ
る
が
、

別
名
「
ゴ
ル
フ
場
法
」
と
も
言
わ
れ
る
リ
ゾ
ー
ト
法
は
「
ゴ
ル
フ

場
と
ホ
テ
ル
に
ス
キ
ー
場
か
マ
リ
ー
ナ
」
と
い
う
「
三
種
の
神

器
」
と
い
う
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
が
、
東
京
一
極
集
中
化
に
よ

る
過
疎
化
、
衰
退
化
の
進
む
地
方
に
と
っ
て
、
再
生
の
鍵
は
リ
ゾ

ー
ト
開
発
に
懸
け
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
リ
ゾ
ー
ト
振
興
の
最
大
の
陣
害
は
目
本
の
長
時
間

労
働
と
い
う
、
産
業
界
に
と
っ
て
の
最
大
の
矛
盾
を
抱
え
る
こ
と

　
　
（
7
）

に
な
っ
た
。
さ
ら
に
「
企
業
部
門
で
の
金
余
り
と
家
計
部
門
で
の

金
不
足
が
鋭
く
対
立
し
て
い
る
『
富
社
貧
員
』
の
国
で
、
時
な
ら

ぬ
豪
華
リ
ゾ
ー
ト
開
発
が
進
行
し
て
い
る
」
（
佐
藤
、
E
遷
）
実

状
で
あ
っ
た
。

　
リ
ゾ
ー
ト
法
を
背
景
に
、
こ
の
間
、
社
会
教
育
法
の
精
神
を
無
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視
す
る
か
の
よ
う
に
通
産
省
等
産
業
界
主
導
の
生
涯
学
習
政
策
が

目
白
押
し
で
あ
っ
た
。
地
域
の
観
光
資
源
の
開
発
や
各
行
政
機
関

の
社
会
教
育
行
政
へ
の
浸
透
を
狙
う
て
各
省
庁
間
の
連
携
を
図
り
、

施
策
の
進
展
を
よ
り
い
う
そ
う
強
化
す
る
た
め
に
、
「
生
涯
学
習

振
興
法
」
（
一
九
九
〇
年
五
月
）
が
制
定
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
文

部
省
中
心
の
社
会
教
育
の
再
編
も
計
画
さ
れ
た
。
同
年
の
『
生
涯

学
習
の
基
盤
整
備
に
つ
い
て
』
（
中
央
教
育
審
議
会
）
、
九
二
年
の

「
今
後
の
社
会
の
動
向
に
対
応
し
た
生
涯
学
習
の
振
興
方
策
に
つ

い
て
」
（
生
涯
学
習
審
議
会
）
が
あ
り
、
こ
の
分
野
で
も
公
的
責

任
の
放
棄
と
民
営
化
が
強
調
さ
れ
た
。

　
通
産
省
で
は
そ
れ
ら
の
動
向
と
並
行
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ
産
業
研

究
会
」
を
設
立
し
、
　
一
九
九
〇
年
に
は
そ
の
報
告
書
『
ス
ポ
ー
ツ

ビ
ジ
ョ
ン
2
1
』
を
発
刊
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
「
モ
，
ノ
」
「
場
」
「
サ

ー
ビ
ス
」
を
提
供
す
る
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
振
興
を
意
図
し
た
も
の

で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
に
は
ス
ポ
ー
ツ
産
業
を
一
五
兆
円
の
規
模

と
予
測
し
、
二
一
世
紀
に
お
け
る
基
幹
産
業
の
一
つ
と
し
て
描
い

て
い
る
。
今
後
の
社
会
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
文
化
的
意
義
や
ス

ポ
ー
ツ
産
業
の
「
公
益
性
」
を
認
め
、
「
産
学
官
の
連
携
」
を
目

指
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
産
業
化
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
計
画

し
た
。
象
徴
的
な
の
は
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
建
設
主
体
の
問
題
で

あ
る
。
図
I
ー
に
見
る
よ
う
に
、
二
〇
〇
〇
年
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
伸
ぴ
は
専
ら
「
民
間
営
利
」
施
設
が
異
常
に
突
出
し
た
数
字
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
九
八
0
1
八
五
年
の
間
の
建
設
数
の
伸

び
率
を
そ
の
ま
ま
二
〇
〇
〇
年
ま
で
適
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
ぱ
か
り
か
、
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
建
設
に
つ
い
て
は
、
公
共

は
土
地
を
提
供
さ
え
す
れ
ば
あ
と
は
す
べ
て
民
間
が
賄
う
と
さ
え

述
べ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
背
景
の
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
固
有
の
政
策
も
提
起
さ
れ

た
。
臨
時
教
育
審
議
会
第
三
次
答
申
の
「
ス
ポ
ー
ツ
と
教
育
」
項

目
（
一
九
八
七
年
）
で
は
「
又
ポ
ー
ツ
振
興
推
進
懇
談
会
」
が
提

起
さ
れ
、
八
八
年
に
は
総
理
大
臣
任
命
に
よ
り
「
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
関
す
る
懇
談
会
」
が
発
足
し
て
そ
の
「
報
告
書
」
を
出
し
、

「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
」
の
創
設
を
提
案
し
た
。
九
〇
年
に
提
起

さ
れ
た
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
（
仮
称
）
の
設
置
に
つ
い
て
（
報

告
書
）
」
等
は
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
」
を
バ
ブ
ル
に
沸
き
立
つ

企
業
か
ら
の
献
金
を
当
て
に
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
充
て
よ
う

と
い
う
計
画
で
あ
っ
た
。

　
（
3
）
　
八
九
年
答
申
の
特
徴

　
一
九
八
九
年
の
答
申
「
二
一
世
紀
へ
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

方
策
に
つ
い
て
」
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
「
バ
ブ
ル
」
絶
頂
期
の
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一
方
で
、
新
自
由
主
義
的
施
策
、
つ
ま
り
民
間
活
カ
の
導
入
、
自

治
体
行
革
へ
の
締
め
付
け
が
強
化
さ
れ
た
中
で
の
答
申
で
あ
り
、

ス
ポ
ー
ツ
行
政
に
お
け
る
「
福
祉
国
家
終
焉
の
宣
言
」
で
あ
る
。

既
に
図
－
ー
で
見
た
よ
う
に
、
．
確
・
か
に
七
五
年
か
ら
八
五
年
ま
で

に
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
五
割
程
度
増
加
し
た
が
、
こ
れ
は
表
1
2
の

よ
う
に
七
二
年
答
中
の
施
設
設
置
基
準
に
照
ら
し
て
み
れ
ば
た
っ

た
半
数
の
達
成
度
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
地
域
住
民
に

と
っ
て
「
身
近
な
施
設
の
不
足
、
適
切
な
指
導
者
が
見
い
だ
せ
な

い
こ
と
、
時
問
的
、
経
済
的
な
制
約
等
様
々
な
理
由
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
人
々
も
依
然
と
し
て
多
く
、
施
設

の
量
的
・
質
的
充
実
、
指
導
者
の
養
成
な
ど
種
々
の
改
善
が
求
め

ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
認
識
を
示
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

設
置
基
準
の
策
定
は
各
自
治
体
の
条
件
に
任
せ
る
と
し
て
、
国
の

責
任
を
放
棄
し
た
。
こ
こ
で
示
さ
れ
た
の
は
施
設
規
模
の
指
針
で

あ
り
、
地
域
的
必
要
数
の
指
針
で
は
な
い
。
こ
こ
に
大
き
な
後
退

が
あ
る
。
そ
の
分
、
リ
ゾ
ー
ト
地
域
と
の
連
携
を
強
め
、
そ
ち
ら

で
充
足
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
答
申
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ

の
高
度
化
も
強
調
さ
れ
、
ア
ジ
ア
で
の
地
位
が
、
中
国
そ
し
て
韓

国
に
も
抜
か
れ
た
こ
と
の
シ
ョ
ッ
ク
を
反
映
し
た
。

　
そ
し
て
最
大
の
特
徴
は
そ
の
資
金
、
財
源
の
調
達
に
あ
る
。
こ

こ
で
も
民
間
（
企
業
）
の
寄
付
を
当
て
に
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興

基
金
」
を
創
設
す
る
こ
と
、
そ
の
他
に
、
冠
大
会
の
競
技
会
の
積

極
的
開
催
や
そ
の
他
の
寄
付
を
最
大
隈
に
期
待
し
て
い
る
。
こ
の

点
は
七
二
年
答
申
で
は
全
く
表
現
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
内
容
で
あ

り
、
こ
の
間
の
情
勢
の
大
き
な
転
換
を
示
し
、
バ
ブ
ル
経
済
へ
の

大
き
な
期
待
を
示
し
て
い
る
。
し
－
か
し
、
「
継
続
的
、
計
画
的
な

選
手
強
化
を
図
る
た
め
、
日
本
体
育
協
会
等
が
実
施
す
る
選
手
強

化
事
業
に
要
す
る
経
費
に
対
す
る
国
等
の
補
助
金
の
充
実
を
図

る
」
と
、
強
い
本
音
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
政
策
の
全
体
は

抽
象
的
な
内
容
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
七
二
年
答
申

と
の
比
較
を
す
れ
ぱ
、
公
共
責
任
が
犬
き
く
後
退
し
、
「
ス
ポ
ー

ツ
振
興
基
金
」
を
は
じ
め
と
し
て
大
き
く
民
間
（
企
業
）
へ
の
依

存
体
制
を
期
待
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
も
バ
ブ
ル
経
済
の
上
で

の
皮
算
用
で
あ
う
た
。

　
（
4
）
　
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
対
立
・
矛
盾

　
行
政
の
民
営
化
、
減
量
経
営
化
が
強
要
さ
れ
る
一
方
、
ス
ポ
ー

ツ
政
策
へ
の
公
共
責
任
の
い
っ
そ
う
の
強
化
を
求
め
る
提
言
も
提

起
さ
れ
た
。
臨
時
教
育
審
議
会
第
三
次
答
申
の
「
ス
ポ
ー
ツ
と
教

育
」
項
目
（
一
九
八
七
年
）
で
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
諸
施
策
を
提

起
し
た
が
、
「
国
は
、
日
常
生
活
圏
・
広
域
生
活
圏
を
考
慮
し
、
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国
・
地
方
公
共
団
体
が
整
備
す
べ
き
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
基
準
を
策

定
し
、
そ
の
整
備
を
促
進
す
る
」
た
め
「
財
政
上
そ
の
他
の
必
要

な
援
助
措
置
を
講
ず
る
」
と
、
一
九
七
二
年
保
体
審
答
申
の
路
線

を
踏
襲
し
て
、
公
共
的
責
任
を
強
調
し
た
。
ま
た
、
「
ス
ポ
ー
ツ

振
興
基
金
（
仮
称
）
に
つ
い
て
」
（
一
九
九
〇
年
）
で
ぱ
次
の
よ

う
な
基
本
的
認
識
を
示
し
た
。

　
　
「
ス
ポ
ー
ツ
の
う
ち
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
従
来

　
と
も
す
れ
ば
一
部
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
た
め
の
も
の
と
考
え
ら

　
れ
が
ち
で
あ
っ
た
が
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
人
問
の
可
能

　
性
の
限
界
を
追
求
す
る
選
手
た
ち
の
極
限
へ
の
挑
戦
は
、
い
わ

　
ば
、
先
端
的
な
学
術
研
究
や
芸
術
活
動
と
共
通
す
る
人
問
の
価

　
値
あ
る
行
為
で
あ
り
、
そ
れ
白
体
が
大
き
な
意
義
を
有
す
る
文

　
化
的
行
為
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
極
限
に
挑
戦
す
る
選
手
た
ち

　
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
技
術
や
知
識
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・

　
発
展
を
支
え
る
貴
重
な
資
源
で
あ
り
、
ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
競
技
大
会
等
国
際
競
技
大
会
に
お
け
る
我
が
国
選
手
の
活
躍
は
、

　
国
民
に
明
る
い
話
題
と
活
カ
を
与
え
る
と
と
も
に
、
特
に
、
青

　
少
年
に
対
し
て
は
、
将
来
に
向
け
て
の
夢
や
憧
れ
を
抱
か
せ
、

　
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
興
味
や
意
欲
を
か
き
た
て
る
な
ど
、
我
が

　
国
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
　
競
技
ス
ポ
ー
ツ
は
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
有
機
的
な
関
連

に
あ
り
、
国
や
国
民
の
全
面
的
な
支
持
の
も
と
に
推
進
さ
れ
る

べ
き
性
格
を
有
す
る
も
の
と
い
え
る
。
L
「
国
は
、
こ
れ
ら
の
事

業
が
公
共
的
、
国
民
的
な
課
題
に
対
す
る
取
組
み
で
あ
る
こ
と

　
か
ら
、
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
額
の
国
費
を
充
当

　
　
　
　
　
〔
8
）

　
す
べ
き
で
あ
る
。
L
（
傍
線
内
海
）

　
こ
う
し
て
、
社
会
体
育
施
設
の
設
置
基
準
や
財
政
的
援
助
を
も

っ
と
国
が
率
先
す
る
こ
と
や
、
そ
こ
で
行
わ
れ
る
国
民
、
地
域
住

民
の
社
会
体
育
や
選
手
養
成
の
施
策
が
、
基
本
的
に
は
公
共
的
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
公
共
的
援
助
が
必
須
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し

た
の
で
あ
る
。

　
九
〇
年
代
に
入
る
に
当
た
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
上
で
も
民

営
化
へ
の
動
向
の
中
、
他
方
で
は
本
音
と
し
て
の
公
共
化
へ
の
要

求
も
い
っ
そ
う
高
ま
り
、
こ
の
両
者
は
そ
の
対
立
と
矛
盾
を
ま
す

ま
す
深
め
た
の
で
あ
る
。

一
一
多
国
籍
企
業
時
代
と
ス
ポ
ー
ツ
政
策

1
　
多
国
籍
企
業
時
代
と
福
祉
国
家

（
1
）
　
世
界
の
多
国
籍
企
業
化
と
福
祉
国
家

戦
後
の
西
欧
の
福
祉
国
家
の
在
り
方
は
、
パ

ッ
ク
ス
　
ァ
メ
リ
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力
ー
ナ
（
ア
メ
リ
カ
の
圧
倒
的
な
力
と
傘
）
の
下
で
の
社
会
畏
主

主
義
に
よ
り
、
国
民
の
資
本
主
義
内
へ
の
取
り
込
み
策
と
し
て
の

ネ
オ
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
と
、
一
方
で
は
、
「
社
会
主
義
」
を
背

景
と
す
る
国
民
の
権
利
意
識
の
高
揚
と
の
折
衷
、
そ
し
て
生
産
カ

の
発
展
に
伴
う
必
然
性
と
捉
え
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
福
祉
国
家
も
各
国
の
大
企
業
が
多
国
籍
企
業
化

す
る
に
つ
れ
て
、
福
祉
政
策
を
重
圧
と
感
じ
始
め
、
新
自
由
主
義

に
依
拠
し
な
が
ら
福
祉
国
家
を
崩
壊
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
多
国
籍
企
業
化
の
き
っ
か
け
は
一
九
六
〇
年
の
E
E
C
（
欧
州

経
済
共
同
体
）
の
成
立
前
の
ア
メ
リ
カ
企
業
の
参
入
で
あ
る
。
七

〇
年
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
も
多
国
籍
企
業
化
し
た
。
多
国
籍
企
業

と
は
こ
れ
ま
で
の
商
品
輸
出
か
ら
資
本
の
直
接
輸
出
で
あ
る
。
つ

ま
り
安
い
労
働
カ
と
緩
い
規
制
を
見
越
し
て
輸
出
先
国
で
会
社
を

設
立
し
、
競
争
カ
の
高
く
「
効
率
性
」
の
あ
る
生
産
体
制
を
求
め

る
こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
輸
出
先
国
が
政
情
不
安
に
な
れ
ぱ
、
投
機
し
た
資
本
す

べ
て
が
ふ
い
に
な
る
こ
と
か
ら
、
日
常
的
に
そ
の
国
の
政
情
安
定

化
の
た
め
に
、
本
国
の
多
大
な
税
金
を
投
入
す
る
。
場
合
に
よ
っ

て
は
軍
事
力
で
睨
み
を
効
か
す
。
戦
後
の
資
本
主
義
国
は
、
西
欧

も
目
本
も
パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
の
下
で
、
こ
の
施
策
を
推

進
し
て
き
た
。

　
し
か
し
、
産
業
の
海
外
移
転
に
よ
り
国
内
で
は
深
刻
な
産
業
の

空
洞
化
、
そ
れ
に
伴
う
大
量
の
失
業
者
の
発
生
を
必
然
と
す
る
。

特
に
イ
ギ
リ
ス
で
は
八
O
年
代
に
は
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
の
下
で
、

国
内
産
業
は
壌
滅
的
打
撃
を
受
け
た
が
、
国
外
へ
の
資
本
輸
出
は

増
加
し
た
。

　
こ
う
し
た
多
国
籍
企
業
擁
護
の
政
策
は
国
内
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
の
「
規
制
緩
和
」
（
①
大
企
業
の
参
入
の
た
め
の
規
制
緩
和
、

②
国
民
福
祉
へ
の
諸
権
利
の
空
洞
化
、
と
い
う
二
側
面
）
と
行
政

「
改
革
」
を
要
求
し
、
国
民
生
活
を
擁
護
す
る
福
祉
国
家
政
策
は

橿
措
と
な
う
た
。
八
○
年
代
以
降
の
社
会
民
主
主
義
、
福
祉
国
家

へ
の
最
大
限
の
攻
撃
が
加
え
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
後
退
が
も
た
ら
さ

れ
る
と
同
時
に
、
貧
富
の
格
差
も
拡
大
し
た
。

　
（
2
）
　
日
本
の
多
国
籍
企
業
化
と
福
祉

　
対
社
会
主
義
圏
へ
の
反
共
の
砦
と
し
て
目
本
は
ア
メ
リ
カ
の
挺

子
入
れ
で
、
一
九
六
〇
年
代
は
公
害
垂
れ
流
し
の
「
高
度
経
済
成

長
」
を
し
た
。
企
業
内
支
配
と
中
小
企
業
支
配
に
よ
る
労
働
者
抑

圧
で
の
輸
出
型
経
済
で
あ
っ
た
。
こ
の
経
済
体
制
は
大
企
業
の
企

業
内
の
福
利
厚
生
に
依
存
し
た
た
め
に
、
七
〇
年
代
の
革
新
自
治

体
か
ら
の
多
少
の
影
響
に
よ
る
若
干
の
改
善
は
あ
っ
た
も
の
の
、
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欧
州
型
の
社
会
的
福
祉
の
貧
困
、
社
会
的
共
同
消
費
手
段
の
欠
如

を
も
た
ら
し
た
。
七
〇
年
代
初
頭
の
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
オ
イ
ル
シ

ョ
ッ
ク
も
減
量
経
営
（
企
業
支
配
と
下
請
の
切
り
捨
て
）
で
乗
り

切
り
、
い
っ
そ
う
の
国
際
競
争
カ
を
付
け
て
輸
出
型
経
済
に
拍
車

を
掛
け
た
。
ま
た
、
白
民
党
の
利
益
誘
導
政
治
は
大
企
業
援
助
を

前
提
と
し
て
、
中
小
企
業
、
小
売
店
、
農
業
へ
の
補
助
金
に
よ
る

取
り
込
み
政
治
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
欧
米
に
お
け
る
輸
入
制
限
が
強
ま
り
、
ま
た
八
五
年

の
プ
ラ
ザ
合
意
、
G
5
の
円
高
政
策
に
よ
り
、
日
本
の
輸
出
は
厳

し
さ
を
増
し
た
。
し
か
し
日
本
で
は
い
っ
そ
う
の
企
業
社
会
的
管

理
の
強
化
に
よ
っ
て
、
輸
出
型
を
維
持
し
つ
つ
も
、
一
気
に
資
本

輸
出
型
へ
、
つ
ま
り
多
国
籍
企
業
化
を
推
進
し
て
き
た
。
八
O
年

代
末
の
旧
ソ
連
や
東
欧
の
崩
壊
と
市
場
化
は
各
国
の
多
国
籍
企
業

が
生
き
残
り
を
掛
け
た
「
メ
ガ
コ
ン
ペ
テ
ィ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
時
代

へ
と
導
い
た
。

　
し
か
し
、
中
小
企
業
、
小
売
店
、
農
業
な
ど
、
「
高
コ
ス
ト
」

領
域
を
切
れ
な
い
自
民
党
政
治
に
財
界
は
業
を
煮
や
し
て
い
た
。

こ
れ
を
背
景
と
し
て
九
三
年
の
政
変
を
画
期
と
す
る
「
新
保
守
革

命
」
が
始
ま
っ
た
。
自
民
党
に
対
す
る
右
か
ら
の
揺
さ
ぶ
り
で
あ

る
。
先
の
「
高
コ
ス
ト
」
を
切
り
離
し
、
さ
ら
に
は
湾
岸
戦
争
を

機
に
、
「
国
際
貢
献
」
を
旗
印
に
自
衛
隊
海
外
派
兵
も
一
気
に
進

め
ら
れ
た
。

　
こ
の
時
期
、
バ
ブ
ル
崩
壊
（
一
九
九
二
）
以
前
よ
り
、
リ
ゾ
ー

ト
開
発
を
め
ぐ
る
汚
職
、
倒
産
は
数
知
れ
ず
、
崩
壊
後
の
計
画
の

中
断
は
、
多
く
の
自
治
体
に
多
大
な
負
担
の
み
を
残
す
こ
と
に
な

っ
た
。

　
九
三
年
の
「
新
保
守
革
命
」
で
政
権
を
追
わ
れ
た
自
民
党
は
九

六
年
に
再
度
政
権
奪
取
を
す
る
が
、
こ
の
過
程
は
日
本
の
政
治
経

済
が
一
気
に
多
国
籍
企
業
擁
護
政
策
へ
と
大
転
換
し
た
時
期
で
あ

る
。
そ
の
集
大
成
が
「
橘
本
六
大
改
革
」
（
「
財
政
構
造
改
革
」

「
行
政
改
革
」
「
経
済
構
造
改
革
」
「
金
融
シ
ス
テ
ム
改
革
」
「
社
会

保
障
構
造
改
革
」
「
教
育
改
革
」
）
で
あ
る
。
六
大
改
革
全
体
は
八

○
年
代
ま
で
の
「
強
い
企
業
社
会
プ
ラ
ス
未
熟
な
福
祉
国
家
」
体

制
か
ら
、
日
本
が
多
国
籍
企
業
段
階
に
到
達
し
、
そ
の
保
護
、
推

進
に
大
き
く
切
り
替
え
た
体
制
で
あ
り
、
本
格
的
な
新
白
曲
主
義

的
施
策
の
体
系
で
あ
る
。

　
2
　
九
〇
年
代
の
教
育
政
策
　
申
教
審
答
申
の
背
景
と
内
容
－

　
新
自
由
主
義
は
「
自
由
」
、
「
個
人
主
義
」
、
「
不
平
等
」
を
基
本

理
念
と
す
る
。
こ
れ
は
政
治
、
経
済
、
、
社
会
の
す
べ
て
の
分
野
で

貫
徹
さ
れ
る
。
こ
れ
に
伴
っ
て
「
効
率
化
」
が
基
準
化
さ
れ
る
。
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九
〇
年
代
に
入
づ
て
の
財
界
の
教
育
政
策
は
、
多
国
籍
企
業
時

代
の
新
自
由
主
義
の
下
で
、
教
育
費
と
学
力
形
成
の
両
方
の
視
点

で
財
界
か
ら
は
「
高
コ
ス
ト
」
「
非
効
率
」
で
あ
り
、
新
た
な

「
改
革
」
を
求
め
た
。
そ
の
中
心
が
「
学
校
ス
リ
ム
化
」
に
よ
る

義
務
教
育
費
削
減
（
公
共
性
の
破
壊
）
、
民
営
化
で
あ
り
、
一
方

「
新
学
力
・
評
価
観
」
の
導
入
を
中
心
と
す
る
差
別
選
別
の
新
た

　
　
　
　
　
（
9
）

な
再
編
成
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
要
求
を
典
型
的
に
示
し
た
の
が
経
済
同
友
会
「
学
校

か
ら
『
合
校
』
へ
」
（
一
九
九
五
年
四
月
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
の

基
本
的
認
識
は
、
学
校
は
肥
大
化
し
す
ぎ
た
、
だ
か
ら
現
在
の
機

能
を
「
基
礎
・
基
本
教
室
」
「
自
由
教
室
」
「
体
験
教
室
」
の
三
つ

に
区
分
し
て
、
学
校
の
分
担
を
基
本
的
に
は
第
一
の
項
目
に
収
敏

し
て
軽
滅
し
、
ス
リ
ム
化
し
て
、
あ
と
は
地
域
や
教
育
産
業
へ
任

せ
ろ
と
い
う
論
理
で
あ
る
。
こ
の
他
、
新
自
由
主
義
的
な
ト
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

で
、
同
じ
よ
う
な
多
く
の
答
申
類
が
出
さ
れ
て
い
る
。
既
存
の
教

育
体
制
で
は
今
後
の
「
メ
ガ
コ
ン
ペ
テ
ィ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
時
代
を

生
き
抜
く
学
カ
を
形
成
で
き
な
い
と
す
る
財
界
の
教
育
界
へ
の
危

機
感
の
反
映
で
あ
り
、
申
教
審
へ
の
圧
力
で
あ
る
。
以
上
の
動
向

を
集
約
す
る
形
で
中
教
審
第
一
次
答
申
〕
二
世
紀
を
展
望
し
た

我
が
国
の
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
L
（
一
九
九
六
年
七
月
）
が

　
　
（
H
）

出
さ
れ
た
。
そ
の
主
要
な
特
徴
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
①
「
生
き
る
力
」
、
そ
の
た
め
の
「
ゆ
と
り
」
を
強
調
す
る
。

だ
が
、
こ
の
間
の
学
校
教
育
に
お
け
る
い
じ
め
の
原
因
、
ゆ
と
り

を
無
く
し
て
い
る
原
因
に
つ
い
て
は
総
花
的
で
、
む
し
ろ
原
因
を

暖
味
化
し
て
、
そ
の
上
で
末
梢
的
な
対
策
提
示
を
し
て
い
る
。
ま

た
「
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
達
携
」
を
教
育
委
員
会
が
主
導
し
て

行
う
。

　
②
「
新
学
カ
・
評
価
観
」
の
矛
盾
、
つ
ま
り
落
ち
こ
ぼ
し
の
合

理
化
に
よ
る
「
い
じ
め
」
や
「
自
殺
」
の
激
化
な
ど
が
九
〇
年
代

の
「
中
盤
に
な
っ
て
多
く
露
見
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
相
変

わ
ら
ず
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。

　
③
「
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
」
の
う
ち
、
学
校
に
つ
い
て
、

教
員
定
員
の
増
加
、
ク
ラ
ス
の
児
童
・
生
徒
数
の
欧
米
並
化
な
ど
、

部
分
的
に
は
傾
聴
す
ぺ
き
提
案
も
あ
る
。
教
科
再
編
や
教
育
内
容

の
「
厳
選
」
は
今
後
の
教
育
課
程
審
議
会
で
対
応
す
る
。
家
庭
に

対
し
て
は
そ
の
教
育
力
の
低
下
の
弊
害
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
あ

と
は
家
庭
の
意
識
の
持
ち
方
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
「
企
業

中
心
の
行
動
様
式
」
に
よ
る
父
親
の
多
忙
さ
の
指
摘
は
あ
る
が
、

企
業
へ
の
理
解
を
要
望
す
る
だ
け
で
、
後
は
父
親
の
家
庭
・
地
域

参
加
を
強
調
す
る
。
地
域
で
は
、
教
育
委
員
会
の
主
導
の
下
に
、
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「
地
域
教
育
連
絡
協
議
会
」
や
「
地
域
教
育
活
性
化
セ
ン
タ
ー
」

等
の
設
置
に
よ
っ
て
、
上
か
ら
の
組
織
化
を
意
図
し
て
い
る
。

「
学
校
ス
リ
ム
化
」
に
よ
っ
て
地
域
に
放
出
さ
れ
た
諸
機
能
は
こ

う
し
た
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
い
し
教
育
産
業
が
受
け
皿
と
な
る
。

　
3
　
自
治
体
行
革
他

　
自
治
体
は
「
行
政
改
革
」
を
迫
ら
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
政
策
も
そ
の

一
環
で
あ
る
。
こ
の
問
、
第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
施
設
の
管
理
・

運
営
の
委
託
が
進
行
し
た
。
ま
た
、
自
治
体
の
社
会
体
育
職
員
の

削
減
、
行
事
縮
小
・
廃
止
、
民
営
化
等
、
そ
れ
に
伴
っ
て
こ
れ
ま

で
そ
れ
ら
の
「
下
請
」
と
な
っ
て
き
た
地
域
体
協
の
財
源
も
枯
渇

し
、
組
織
の
停
滞
化
に
直
面
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
｝
地
域
住

民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
の
拡
大
の
一
方
で
、
誰
が
ど
う
組
織
化
す
る

か
が
犬
き
な
課
題
で
あ
る
。

　
ま
た
、
企
業
内
福
利
厚
生
政
策
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
後
退

も
深
刻
で
あ
る
。
「
現
在
の
厳
し
い
国
際
競
争
に
打
ち
勝
つ
た
め

の
リ
ス
ト
ラ
の
一
環
と
し
て
、
各
企
業
と
も
厚
生
施
設
を
見
直
す

傾
向
に
あ
り
、
永
続
的
な
施
設
提
供
な
ど
が
難
し
く
な
る
事
態
も

出
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
」
（
保
体
審
「
中
問
ま
と
め
」
に

対
す
る
日
本
商
工
会
議
所
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
）
と
い
う
当
事
者
の

指
摘
は
深
刻
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
や
が
て
、
資
カ
の
あ
る
者
は
民

問
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ヘ
、
そ
の
他
一
般
の
人
々
は
地
域
自
治
体

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
へ
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
・
か
ら
の
離
脱
と
い
う
パ

タ
ー
ン
に
分
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
4
　
九
〇
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策

　
九
〇
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
建
設
補
助
費
は
図
1
2
で
見
た
よ

う
に
減
少
の
一
途
で
あ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興

基
金
助
成
金
交
付
要
綱
」
（
一
九
九
一
年
）
に
よ
り
企
業
か
ら
の

寄
付
金
を
当
て
に
し
た
が
バ
ブ
ル
崩
壊
で
そ
れ
も
は
か
ぱ
か
し
く

な
い
。
一
方
、
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
優
秀
者
顕
彰
規
程
」

（
一
九
九
四
年
）
も
誕
生
し
、
メ
ダ
リ
ス
ト
に
は
そ
れ
ぞ
れ
金
三

〇
〇
万
円
、
銀
二
〇
〇
万
円
、
銅
一
〇
〇
万
円
が
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
づ
た
。
こ
の
額
自
体
は
彼
ら
が
必
須
と
す
る
諸
経
費
加
ら

す
れ
ば
、
そ
し
て
諸
外
国
の
報
奨
金
の
額
と
比
較
し
て
も
、
お
よ

そ
F
桁
低
い
額
で
し
か
な
い
が
、
こ
の
顕
彰
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の

業
績
が
公
共
的
承
認
と
支
援
を
得
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。

　
そ
の
他
、
「
我
が
国
の
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
調
査
（
委

託
調
査
）
に
つ
い
て
」
（
一
九
九
二
年
）
や
「
体
力
・
ス
ポ
ー
ツ

に
関
す
る
世
論
調
査
」
（
一
九
九
四
年
）
で
、
最
近
の
国
畏
の
ス

ポ
ー
ツ
参
加
状
況
の
把
握
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
我
が
国
の

体
育
ス
ポ
ー
ツ
施
設
」
（
一
九
九
三
年
）
調
査
も
な
さ
れ
て
い
る
。
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（153）保健体育審議会r答中」の背景と内容

（
図
－
1
参
照
）
（
今
回
は
「
企
業
・
か
ら
の
回
答
が
十
分
に
回
収
で

き
な
か
っ
た
か
ら
」
と
民
間
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
実
態
が
無
い
。
）

　
多
国
籍
企
業
擁
護
政
策
の
下
で
国
民
の
福
祉
関
連
予
算
全
体
が

縮
小
さ
れ
、
そ
の
一
環
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
領
域
へ
の
公
的
な
資
金

が
乏
し
く
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
に
し
て
も
企
業
か
ら
の
献
金
も

少
な
く
、
文
部
省
、
地
方
教
育
委
員
会
も
運
営
に
困
難
を
生
じ
て

い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
「
サ
ッ
カ
ー
く
じ
」
へ
の
期
待
を
高
め

る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
サ
ッ
カ
ー
く
じ
の
推
進
者
に

せ
よ
、
そ
し
て
反
対
者
の
大
半
も
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
財
源
の
多

く
を
国
や
地
方
自
治
体
の
「
公
費
援
助
」
を
強
く
希
望
し
て
い
る

事
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
安
定
的
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
公
認
」
と

い
う
権
威
付
け
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
ス

ポ
ー
ツ
の
持
つ
公
共
的
性
格
が
そ
う
し
た
政
策
を
求
め
る
の
で
あ

る
。
こ
こ
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
公
共
性
と
民
営
化
の
矛
盾
が
露

見
し
て
い
る
。

三
　
九
七
年
答
申
の
特
徴

　
1
　
答
申
の
概
略

　
一
九
九
〇
年
代
の
以
上
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
九
七
年
九
月
二

二
日
、
保
健
体
育
審
議
会
は
「
生
涯
に
わ
た
る
心
身
の
健
康
の
保

持
増
進
の
た
め
の
今
後
の
健
康
に
関
す
る
教
育
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
の
在
り
方
に
つ
い
て
L
を
文
部
大
臣
に
答
申
し
た
。
諮
問
の

柱
は
次
の
三
点
で
あ
る
。
「
社
会
変
化
に
対
応
し
た
児
童
生
徒
等

の
心
身
の
健
康
の
基
礎
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
の
基
本
的
在
り

方
」
「
生
涯
の
各
時
期
に
応
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で

き
る
条
件
整
備
の
方
策
」
そ
し
て
「
今
後
の
我
が
国
の
国
際
競
争

力
の
向
上
方
策
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
中
教
審
第
一
次
答
申
の

「
生
き
る
カ
」
の
育
成
を
基
本
と
し
て
、
「
豊
か
な
人
澗
性
と
た
く

ま
し
い
体
」
を
育
む
こ
と
に
対
応
し
て
諮
問
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

二
一
世
紀
へ
繋
ぐ
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
基
本
ル
ー
ト
を
描
こ

う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
健
康
領
域
と
ス
ポ
ー
ツ
領
域
を
一
体
と

し
て
答
申
し
た
の
は
保
体
審
と
し
て
も
初
め
て
で
あ
る
。
（
本
稿

で
は
そ
の
う
ち
ス
ポ
ー
ツ
領
域
を
中
心
に
検
討
す
る
。
）

　
高
齢
化
社
会
、
児
童
生
徒
の
体
位
向
上
の
一
方
で
体
力
・
運
動

能
力
の
低
下
、
技
術
の
高
度
化
、
ス
ト
レ
ス
の
増
大
等
、
今
後
ス

ポ
ー
ツ
の
必
要
性
は
い
っ
そ
う
高
揚
す
る
こ
と
が
必
定
で
あ
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
国
民
の
現
代
的
課
題
の
背
景

に
、
労
働
強
化
、
産
業
空
洞
化
、
失
業
、
倒
産
等
に
よ
る
国
民
生

活
の
破
壊
、
社
会
不
安
等
の
背
景
、
原
因
が
暖
味
な
ま
ま
現
象
的

対
策
を
す
る
と
こ
ろ
に
答
申
類
の
共
通
性
が
今
回
も
示
さ
れ
て
い
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る
。　

さ
て
答
申
の
中
心
点
は
、
中
教
審
答
申
の
「
学
校
・
家
庭
・
地

域
の
連
携
」
路
線
の
具
体
化
で
あ
る
「
地
域
教
育
推
進
セ
ン
タ

ー
」
構
想
に
沿
っ
た
「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
学
習
プ
ラ
ザ
」
の
設
立

と
「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
推
進
会
議
」
の
設
置
で
あ
る
。
こ
こ
で
教

育
委
員
会
が
主
導
し
て
中
学
校
区
レ
ベ
ル
に
設
置
し
、
そ
の
後
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
担
わ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
の
大
衆
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
の
市
町
村
の
指
針
づ
く
り
の
参

考
と
な
る
よ
う
に
「
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
の
指
針
」
「
体
カ

つ
く
り
の
た
め
の
運
動
指
針
」
を
添
付
し
た
。
こ
の
た
め
の
予
算

的
規
模
も
明
示
さ
れ
ず
、
そ
の
財
政
面
に
つ
い
て
は
、
国
・
都
道

府
県
の
「
支
援
方
策
を
十
分
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
指
摘

に
留
ま
り
、
具
体
化
は
殆
ど
望
め
そ
う
に
な
い
。

　
ま
た
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
「
我
が
国
は
、

競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
シ
ス
テ
ム
化
に
つ
い
て
、
言
わ
ば
取
り
残
さ
れ

た
形
に
な
り
つ
つ
あ
る
」
と
、
危
機
感
を
つ
の
ら
せ
た
。
そ
の
克

服
の
た
め
に
、
企
業
か
ら
の
献
金
に
最
大
限
の
望
み
を
託
し
て
い

る
。
し
か
し
「
が
ん
ば
れ
ニ
ッ
ポ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
必
ず
し

も
十
分
な
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
効
果
を
あ
げ
ら
れ
な
い
状
況
に
陥

っ
て
お
り
、
諸
外
国
の
よ
う
な
国
の
援
助
を
大
い
に
期
待
し
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
の
施
策
を
も
と
め
る
。
が
、

こ
こ
で
も
ネ
ッ
ク
は
財
政
で
あ
る
。
ま
た
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
競
技

者
の
養
成
モ
デ
ル
、
シ
ス
テ
ム
等
も
提
起
し
、
ス
ポ
ー
ツ
医
・
科

学
や
健
康
科
学
を
活
用
し
て
、
競
技
力
向
上
の
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
た
い
と
し
て
い
る
。
今
回
初
め
て
「
見
る
ス
ポ
ー

ツ
」
へ
の
コ
メ
ン
ト
も
加
え
ら
れ
た
。

　
総
じ
て
、
本
答
申
は
抽
象
的
で
あ
り
、
新
た
な
大
胆
な
提
案
は

　
　
　
（
1
2
〕

見
あ
た
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
提
案
の
焼
き
直
し
が
多
い
。
そ
う
し

た
提
案
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
現
実
な
の
で
あ
る
。
問
題
は
こ
れ
ま

で
の
答
申
が
無
視
さ
れ
、
棚
上
げ
に
さ
れ
続
け
て
き
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　
2
　
九
七
年
答
申
の
矛
盾
一
政
策
内
容
の
空
洞
化

　
答
申
に
は
「
は
じ
め
に
」
と
し
て
、
盛
ら
れ
た
対
応
策
の
実
施

の
た
め
に
「
適
切
な
行
財
政
措
置
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
特
に
強

調
し
て
お
き
た
い
」
と
明
記
さ
れ
た
。
こ
れ
は
審
議
会
委
員
諸
氏

の
心
情
で
あ
ろ
う
。
何
と
も
い
き
な
り
苦
渋
と
矛
盾
に
始
ま
る
答

申
で
あ
る
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
企
業
献
金
も
ま
ま
な
ら
ず
、
国
や

都
道
府
県
の
支
援
も
期
待
し
た
い
が
「
橋
本
六
大
改
革
」
下
で
は

そ
れ
も
ま
た
ま
ま
な
ら
ず
、
こ
こ
に
「
サ
ッ
カ
ー
く
じ
」
へ
の
期

待
と
な
づ
て
現
れ
る
。
こ
う
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
倫
理
性
を
強
調
す
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（155）保健体育審議会r答中」の背最と内容

る
文
部
省
が
、
一
方
で
白
ら
そ
の
倫
理
性
を
崩
す
矛
盾
を
犯
す
と

い
う
構
造
で
あ
る
。
こ
こ
に
多
国
籍
企
業
時
代
に
お
け
る
福
祉
削

減
下
で
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
典
型
的
な
特
徴
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
全
般
的
特
徴
の
他
に
い
く
つ
か
の
特
徴
点
に
つ
い
て

も
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
①
職
場
ス
ポ
ー
ツ
の
位
置
付
け

　
「
従
業
員
の
福
利
厚
生
の
観
点
か
ら
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
」

程
度
の
記
述
の
み
で
、
後
は
そ
れ
ら
の
施
設
を
地
域
に
開
放
せ
よ

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
職
場
ス
ポ
ー
ツ
の
崩
壊
状
態
を
反
映
し

て
い
る
。
先
述
の
よ
う
に
九
〇
（
平
成
二
）
年
の
施
設
調
査
で
は

回
答
が
十
分
集
ま
ら
な
い
と
し
て
、
「
民
問
ス
ポ
ー
ツ
施
設
」
の

分
析
を
止
め
た
。
こ
の
原
因
記
述
も
な
い
。
バ
ブ
ル
期
の
八
九
年

答
申
、
そ
し
て
九
〇
年
の
『
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ョ
ン
2
1
』
で
目
論
ん

だ
施
設
建
設
計
画
の
そ
の
後
の
実
態
を
し
っ
か
り
と
把
握
す
べ
き

で
あ
る
。

　
②
施
設
建
設
な
し

　
財
政
的
な
裏
付
け
が
乏
し
い
中
で
、
施
設
建
設
に
は
殆
ど
コ
メ

ン
ト
が
無
く
、
こ
の
点
は
八
九
年
答
申
よ
り
も
は
る
か
に
後
退
し

て
い
る
。
施
設
が
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
図
1
1
の
九

〇
（
平
成
二
）
年
調
査
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
審
議
会
総

会
で
も
「
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
不
十
分
」
で
あ
る
と
の
発
言
で

指
摘
さ
れ
る
が
、
殆
ど
無
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
代
わ
り
、
既
存

の
学
校
体
育
施
設
の
開
放
等
、
ソ
フ
ト
面
で
の
記
述
ば
か
り
が
や

た
ら
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
相
変
わ
ら
ず
の
企
業
献
金
へ
の
依
存
が
、
「
地
方
公
共

団
体
が
設
置
す
る
大
規
模
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
運
営
費
相
当
分
を
企

業
か
ら
の
支
援
で
賄
う
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
対
し
て
施
設
名
に
企

業
名
を
冠
す
る
よ
う
な
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
」
と
、
企
業
へ
の
従

属
的
な
水
準
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。

　
③
地
域
の
組
織
化

　
多
国
籍
企
業
時
代
に
お
け
る
リ
ス
ト
ラ
の
下
、
職
場
ス
ポ
ー
ツ

が
崩
壊
状
態
に
あ
り
、
最
早
地
域
で
の
対
応
が
残
さ
れ
る
の
み
で

あ
る
。
中
教
審
第
一
次
答
申
も
こ
の
点
で
、
上
か
ら
の
組
織
化
を

目
指
し
て
い
る
が
、
こ
の
保
体
審
答
申
も
そ
の
一
環
と
し
て
の
位

置
を
示
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
ら
の
地
域
組
織
化
に
伴
う
財
政

的
な
措
置
に
つ
い
て
、
総
会
で
も
質
問
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
が
、

無
視
さ
れ
て
い
る
。

　
④
競
技
力
向
上
と
運
動
部
活
動

　
競
技
力
向
上
策
の
中
で
多
く
議
論
さ
れ
た
の
は
部
活
動
と
の
関

連
で
あ
る
。
文
部
省
関
係
者
が
「
あ
る
意
味
で
は
初
め
て
踏
み
込
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（
1
3
）

ん
だ
考
え
方
が
打
ち
出
さ
れ
た
L
と
カ
む
割
に
は
平
板
な
も
の
で

あ
る
が
、
学
校
教
育
と
し
て
の
部
活
動
と
競
技
力
向
上
シ
ス
テ
ム

の
具
体
性
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
部
活
動
そ
れ
自
体
に

つ
い
て
指
導
者
、
財
政
負
担
、
事
故
の
際
の
責
任
、
ま
た
部
活
動

の
地
域
移
行
に
つ
い
て
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
受
け
入
れ
態

勢
が
無
い
こ
と
、
ま
た
地
方
で
は
さ
ら
に
そ
の
傾
向
が
強
い
こ
と

等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
⑥
財
源

　
確
か
な
財
源
は
国
や
都
道
府
県
の
公
共
資
金
に
よ
る
支
援
で
あ

る
が
、
そ
の
話
題
と
な
る
と
、
審
議
会
総
会
は
議
論
が
継
続
で
き

な
く
、
何
ら
「
回
答
」
は
な
さ
れ
ず
、
何
と
も
異
様
な
雰
囲
気
が

　
（
M
）

議
事
録
か
ら
も
伺
え
る
。
「
橋
本
六
大
改
革
」
の
「
財
政
構
造
改

革
」
と
い
う
縛
り
が
あ
る
の
で
、
だ
れ
も
そ
れ
に
は
触
れ
た
が
ら

な
い
よ
う
で
あ
る
。
目
玉
の
一
つ
で
あ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
推

進
会
議
」
の
地
域
で
の
設
置
に
つ
い
て
そ
の
財
政
的
要
望
な
ど
、

財
政
的
な
疑
問
点
は
全
て
暖
味
化
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
中
問

ま
と
め
」
へ
の
関
係
団
体
の
意
見
の
中
に
は
、
「
財
源
確
保
を
明

示
す
べ
き
」
（
日
教
組
）
等
の
指
摘
が
あ
る
が
、
一
方
「
規
制
緩

和
の
効
用
や
、
そ
の
強
力
な
推
進
が
急
が
れ
て
い
る
今
日
、
国
や

地
方
自
治
体
が
過
度
に
こ
の
問
題
に
介
入
す
る
こ
と
は
、
果
し
て

如
何
な
も
の
か
L
「
橋
本
内
閣
が
進
め
つ
つ
あ
る
六
大
改
革
と
整

合
性
が
取
れ
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
日
本
商
工

会
議
所
）
と
い
う
よ
う
な
意
見
も
あ
り
、
最
終
答
申
は
後
者
に
押

さ
れ
た
雰
囲
気
で
あ
る
。

　
そ
し
て
「
公
共
」
の
形
式
を
採
り
な
が
ら
の
「
サ
ッ
カ
ー
く

じ
」
へ
の
依
存
と
し
て
、
最
終
総
会
で
発
言
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

も
ギ
ャ
ン
ブ
ル
性
を
め
ぐ
っ
て
文
部
省
自
体
も
矛
盾
を
抱
え
て
い

る
。
こ
う
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
健
全
な
発
展
の
た
め
に
国
の
基
本

的
な
政
策
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
⑥
政
策
の
空
洞
化

　
八
九
年
答
申
の
よ
う
に
民
問
に
ば
か
り
期
待
で
き
ず
、
国
や
都

道
府
県
の
公
共
に
も
期
待
し
た
い
が
そ
れ
も
強
調
で
き
ず
、
と
い

う
矛
盾
と
苦
悩
が
こ
の
答
申
に
は
充
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。
中
教
審

へ
の
対
応
と
し
て
設
け
ら
れ
た
性
格
が
強
く
、
「
守
り
」
的
な
施

策
の
提
起
で
あ
り
、
ま
た
新
味
に
欠
け
、
実
現
の
迫
カ
に
欠
け
る

の
は
そ
れ
ら
が
背
景
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
＊

　
以
上
、
こ
の
間
の
そ
し
て
九
七
年
の
答
中
に
は
ス
ポ
ー
ツ
関
係

者
の
苦
悩
を
垣
間
見
た
。
国
民
ス
ポ
ー
ツ
の
高
度
化
と
大
衆
化
の

発
展
を
願
う
真
撃
な
人
々
に
と
づ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
公
共
性
に
沿
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い
つ
つ
、
多
国
籍
企
業
時
代
の
中
で
ス
ポ
ー
ツ
政
策
を
確
立
す
る

た
め
に
は
、
多
国
籍
企
業
に
対
す
る
民
主
的
規
制
を
軸
と
す
る
国

政
全
体
の
中
で
、
新
た
な
福
祉
国
家
の
確
立
1
－
新
福
祉
国
家
論
の

一
環
と
し
て
論
じ
る
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
稿
を
改

め
た
い
。

（
1
）
　
既
に
拙
稿
「
保
体
審
答
申
を
読
む
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
公
共
性
一
国

　
の
責
任
と
苦
悩
」
（
『
体
育
科
教
育
』
一
九
九
八
年
一
月
号
）
で
簡
単

　
に
触
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
多
国
籍
企
業
時
代
と
し
て
の
認
識
が
不
十

　
分
で
あ
っ
た
。

（
2
）
　
戦
後
か
ら
七
二
年
ま
で
の
政
策
過
程
は
拙
著
『
戦
後
ス
ポ
ー
ツ

　
体
制
の
確
立
』
不
昧
堂
出
版
、
一
九
九
三
年
参
照
。

（
3
）
　
こ
れ
以
降
の
日
本
社
会
の
分
析
と
福
祉
国
家
に
つ
い
て
は
以
下

　
の
文
献
を
参
照
と
し
た
。

　
・
渡
辺
治
『
現
代
日
本
の
帝
国
主
義
　
形
成
と
構
造
』
大
月
書
店
、

　
　
一
九
九
六
年

　
・
二
宮
厚
美
編
『
国
家
改
造
と
自
治
体
リ
ス
ト
ラ
』
自
治
体
研
究
社
、

　
　
一
九
九
七
年

　
・
後
藤
道
夫
編
『
目
常
世
界
を
支
配
す
る
も
の
』
大
月
書
店
、
一
九

　
　
九
五
年

　
・
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ピ
ア
ソ
ン
『
曲
が
り
角
に
き
た
福
祉
国
家
』

　
　
未
来
社
、
一
九
九
六
年

　
・
ポ
ー
ル
・
ワ
イ
ル
デ
ィ
ン
グ
他
『
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
社
会
福
祉
』

　
　
勤
草
書
房
、
一
九
八
九
年

（
4
）
　
内
海
和
雄
『
ス
ポ
ー
ツ
の
公
共
性
と
主
体
形
成
』
不
昧
堂
出
版
、

　
一
九
八
九
年
。

（
5
）
　
N
1
R
A
『
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
産
業
化
』
一
九
八
○
年
。

（
6
）
　
佐
藤
誠
『
リ
ゾ
ー
ト
列
島
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
、
九
五

　
－
六
頁
。

（
7
）
　
野
村
総
合
研
究
所
　
『
二
〇
〇
〇
年
の
リ
ゾ
ー
ト
産
業
　
目
本

　
型
リ
ゾ
ー
ト
の
事
業
化
戦
略
』
一
九
八
九
年
、
八
七
頁
。
通
産
省
産

　
業
政
策
局
『
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
刎
』
一
九
九
〇
年
、
一
七
六
頁
。

（
8
）
　
こ
れ
は
、
そ
の
前
年
に
出
さ
れ
た
拙
著
（
4
）
と
同
様
の
認
識

　
で
あ
り
、
政
府
文
審
で
は
こ
う
し
た
「
公
共
的
」
「
公
共
性
」
の
表

　
現
は
初
め
て
の
も
の
で
あ
る
。

（
9
）
　
内
海
和
雄
『
体
育
科
の
「
新
学
カ
観
」
と
評
価
』
大
修
館
善
店
、

　
一
九
九
五
年
。

（
1
0
）
　
内
海
和
雄
「
中
教
審
の
答
申
、
何
が
問
題
か
1
学
校
体
育
を
中

　
心
に
1
」
（
『
体
育
科
教
育
』
一
九
九
六
年
一
〇
月
号
。
）

（
u
）
　
こ
の
延
長
で
の
犬
学
改
革
に
つ
い
て
は
内
海
和
雄
「
日
本
の
現

　
状
と
大
学
『
改
革
』
」
『
た
の
し
い
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
』
学
校
体
育
研

　
究
同
志
会
編
集
、
創
文
企
画
、
一
九
九
九
年
一
月
号
、
参
照
。

（
1
2
）
　
粂
野
豊
「
保
健
体
育
審
議
会
答
中
を
読
ん
で
」
『
ス
ポ
i
ツ
と

　
健
康
』
一
九
九
七
年
一
一
月
号
。
七
二
年
答
中
作
成
に
加
わ
っ
た
粂

　
野
豊
は
、
こ
の
答
中
に
対
し
て
一
定
の
批
判
を
加
え
て
い
る
。
そ
の

　
理
由
と
し
て
現
状
把
握
の
資
料
的
背
景
が
弱
い
こ
と
、
そ
し
て
政
策

　
課
題
に
対
す
る
国
と
し
て
の
取
組
の
身
構
え
の
弱
さ
を
指
摘
し
て
い

　
る
。
的
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
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（
1
3
）
　
「
座
談
会
　
児
童
生
徒
等
の
健
康
と
体
力
の
向
上
を
目
指
し
て
」

　
（
『
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
』
一
九
九
七
年
一
一
月
号
）
に
お
け
る
体
育
課

　
長
玉
井
日
出
夫
の
発
一
言
。
尚
、
部
活
動
行
政
に
つ
い
て
は
拙
著
『
部

　
活
動
改
革
－
生
徒
主
体
へ
の
遺
－
』
不
味
堂
出
版
、
一
九
九
八
年
、

　
を
参
照
。

（
1
4
）
　
保
健
体
育
審
議
会
の
総
会
議
事
録
が
今
回
初
め
て
公
開
さ
れ
た
。

　
こ
れ
は
一
九
九
五
年
九
月
二
九
日
閣
議
決
定
「
審
議
会
等
の
透
明
化
、

　
見
直
し
等
に
つ
い
て
」
を
受
け
て
の
も
の
で
あ
る
。
評
価
で
き
る
点

　
で
あ
る
。
し
か
し
、
総
会
自
体
の
公
開
は
ま
だ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
教
授
）
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